
 

投票日に投票できるか 
不確実な場合は、 

事前に 期日前投票 
11 月 19 日(月) ~ 11 月 24 日(土) 

時間は、8 時 30 分～20 時まで 

投票所は、大船渡市役所本庁 

※三陸支所、綾里・吉浜両地域振興出張所

は、8 時 30 分～17 時 15 分まで 
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毎
年
、
京
都
に
遊
び
に
行
っ
て

い
る
。
四
年
ほ
ど
前
、
烏
丸
御
池

の
バ
ス
停
を
塒
に
す
る
ホ
ー
ム

レ
ス
に
み
か
ん
を
あ
げ
た
こ
と

か
ら
会
話
を
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
髪
も
髭
も
伸
ば
し
放
題
で
年

齢
不
詳
だ
っ
た
が
、
意
外
に
若
い

人
だ
っ
た
。 

あ
る
年
の
冬
、
バ
ス
停
か
ら
彼

が
消
え
て
い
た
。
「
あ
あ
、
つ
い

に
」
と
寂
し
い
気
持
ち
に
な
っ
た

が
、
翌
年
の
夏
に
彼
と
再
会
し

た
。
相
変
わ
ら
ず
汚
い
格
好
だ
っ

た
が
、
な
ぜ
か
髪
は
さ
っ
ぱ
り
と

し
て
い
た
。
ち
ょ
っ
と
う
れ
し
く

な
り
、
発
泡
酒
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

た
。
「
あ
り
が
と
う
」
と
彼
は
言

っ
た
。 

一
九
七
〇
年
代
の
京
都
に
「
河

原
町
の
ジ
ュ
リ
ー
」
と
呼
ば
れ
た

有
名
な
ホ
ー
ム
レ
ス
が
い
た
。

「
京
都
大
学
の
卒
業
生
」
「
本
当

は
大
金
持
ち
」
な
ど
の
伝
説
が
あ

り
、
河
原
町
の
名
物
と
も
い
え
る

存
在
だ
っ
た
。
一
九
八
四
年
二
月

に
彼
は
凍
死
し
た
が
、
ご
遺
体
は

親
族
が
ひ
き
と
っ
た
と
い
う
か

ら
、
何
ら 

か
の
理
由 

が
あ
っ
て 

ホ
ー
ム
レ 

ス
生
活
を 

選
ん
だ
の 

だ
ろ
う
。 

六
六
歳
だ 

っ
た
。 

彼
の
死
後
、
京
都
新
聞
は
「
過

去
語
ら
ず 

京
の
奇
人
逝
く
」
と

い
う
記
事
を
載
せ
た
。
異
形
の
存

在
で
あ
っ
た
彼
を
受
け
入
れ
る

寛
容
さ
が
あ
っ
た
の
は
京
都
と

い
う
街
の
懐
の
深
さ
だ
け
で
な

く
、
時
代
も
ま
た
お
お
ら
か
だ
っ

た
か
ら
だ
ろ
う
。 

 

「
河
原
町
の
ジ
ュ
リ
ー
」
が
現

代
に
戻
っ
た
ら
、
何
を
思
い
、
何

を
語
る
の
か
…
？
河
原
町
で
コ

ー
ヒ
ー
で
も
飲
み
な
が
ら
話
を

し
て
み
た
い
。 

 
 

忍
・
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雇用の不安 

雇い止めの 

不安はあり 

ませんか？ 

一
〇
月
三
〇
日
、
連
合
気
仙
「
二
〇
一
九
政
策
・
制
度
要
求
と
提
言
」

の
要
請
行
動
を
友
好
議
員
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
東
日
本
大
震

災
か
ら
の
復
興
や
産
業
振
興
な
ど
の
政
策
課
題
を
陸
前
高
田
市
と
住
田

町
に
要
望
書
を
提
出
し
て
、
首
長
と
意
見
交
換
を
実
施
し
た
。 

連
合
は
「
働
く
こ
と
を
軸
と
す

る
安
心
社
会
」
を
構
築
す
る
た

め
、
政
策
制
度
要
求
の
実
現
に
向

け
て
連
合
本
部
・
各
地
方
連
合
会

(
連
合
岩
手)

・
各
地
域
協
議
会
に

お
い
て
運
動
を
展
開
し
て
い
る
。 

震
災
か
ら
の
復
興
、
人
口
減
少

や
産
業
振
興
、
住
民
福
祉
の
維
持

向
上
等
、
自
治
体
が
取
り
組
む
べ

き
課
題
は
多
い
。 

私
た
ち
は
、
格
差
是
正
の
継
続

的
な
取
り
組
み
や
社
会
保
障
と

税
の
一
体
改
革
の
推
進
、
教
育
の

機
会
均
等
や
能
力
開
発
の
強
化

な
ど
、
雇
用
と
暮
ら
し
の
安
全
・

安
心
を
確
か
な
も
の
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

連
合
気
仙
は
、
ど
の
よ
う
な
働

き
方
で
あ
れ
、
性
別
や
年
齢
に
か

か
わ
ら
ず
、
誰
も
が
希
望
を
持
っ

て
働
き
、
社
会
的
イ
ン
フ
ラ
整

備
、
子
育
て
や
教
育
、
医
療
・
福

祉
に
関
す
る
施
策
の
充
実
に
よ

っ
て
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

社
会
を
築
く
積
極
的
な
取
り
組

み
を
行
政
当
局
に
求
め
た
。 

三
〇
日
九
時
か
ら
の
住
田
町

へ
の
要
請
行
動
に
は
、
菅
野
町
議

に
も
同
行
を
い
た
だ
き
、
二
八
政

策
を
提
出
、
少
子
高
齢
化
社
会
に

お
け
る
雇
用
の
確
保
や
医
療
・
介

護
関
係
職
員
の
処
遇
改
善
、
公
共

交
通
路
線
の
整
備
等
の
意
見
交

換
を
行
い
、
神
田
謙
一
町
長
は
、

｢

国
付
き
の
事
業
が
多
く
職
員
定

数
も
減
ら
さ
れ
た
。
住
民
サ
ー
ビ

ス
と
は
、
何
が
有
効
な
の
か
、
将

来
に
向
け
た
産
業
振
興
を
模
索

し
て
い
る｣

等
が
語
ら
れ
た
。 

一
一
時
か
ら
は
、
陸
前
高
田
市

に
初
め
て
要
望
書
を
提
出
し
た
。 

三
九
項
目
の
内
、
復
興
道
路
の

整
備
、
労
働
者
施
策
、
働
き
方
の

社
会
問
題
、
森
林
整
備
、
農
業
・

水
産
資
源
の
活
用
等
八
項
目
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。 

戸
羽
太
市
長
か
ら
は
、｢
三
陸

道
・
Ｂ
Ｒ
Ｔ
な
ど
地
域
に
あ
っ
た

が
現
れ
て
い
る
。
い
ま
何
が
大
事

な
の
か
を
考
え
、
戸
田
氏
に
任
せ

る
こ
と
が
大
船
渡
の
飛
躍
発
展

に
つ
な
が
る｣

と
力
を
込
め
た
。 

戸
羽
市
長
を
は
じ
め
激
励
の

挨
拶
、
来
賓
・
後
援
会
役
員
の
紹

介
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
披
露
し
た
。 

戸
田
市
長
は
、｢

市
民
一
丸
と

な
っ
て
復
興
に
努
め
て
き
た
。
三

期
目
に
向
け
た
目
標
は
、
①
復
興

の
総
仕
上
げ
と
高
齢
化
・
人
口
減

少
の
時
代
に
対
応
す
る
地
域
力

を
向
上
さ
せ
る
、
②
多
様
な
地
域

課
題
の
克
服
に
挑
戦
し
、
地
域
産

業
を
活
性
化
し
て
市
民
所
得
の

向
上
と
少
子
化
の
歯
止
め
に
全

力
を
尽
く
す｣

の
二
点
を
掲
げ
、

一
一
の
総
合
的
政
策
・
大
船
渡
市

の
新
ビ
ジ
ョ
ン
を
披
露
し
た
。 

後
援
会
総
決
起
大
会
に
先
立

ち
参
加
者
へ
の
チ
ラ
シ
配
布
の

支
援
や
参
加
さ
れ
た
組
合
員
の

皆
さ
ん
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。 

一
一
月
一
二
日
、
リ
ア
ス
ホ
ー

ル
に
お
い
て｢

戸
田
公
明
後
援
会

総
決
起
大
会｣

が
開
催
さ
れ
た
。 

一
一
月
一
八
日
に
告
示
・
二
五

日
投
開
票
さ
れ
る
大
船
渡
市
長

選
挙
の
機
運
を
高
め
る
場
と
位

置
づ
け
た
総
決
起
大
会
に
は
、
連

合
気
仙
の
各
単
組
が
結
集
し
た
。 

冒
頭
、
水
野
後
援
会
は
、｢

戸

田
市
長
は
自
慢
話
を
し
な
い
、
市

長
の
人
脈
で
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
大
船
渡
に
来
て
お
世
話
に

な
っ
た
。
ま
じ
め
で
頑
張
り
屋
、

首
長
が
変
わ
っ
た
ら
大
船
渡
の

大
損
失
に
な
る｣

と
挨
拶
し
た
。 

来
賓
の
黄
川
田
国
民
民
主
党

県
連
代
表
は
、｢

首
長
は
一
党
一

派
の
た
め
で
は
な
く
市
民
の
た

め
に
汗
を
か
く
人
、
戸
田
氏
は
大

船
渡
の
将
来
、
気
仙
の
将
来
に
な

く
て
は
な
ら
な
い
人｣

と
激
励
。 

連
合
岩
手
八
幡
会
長
は
、｢

働

く
人
々
の
暮
ら
し
が
良
く
な
る

よ
う
政
策
協
定
を
結
ん
だ
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
入
っ
た
際
に
は
お

世
話
に
な
っ
た
。
私
た
ち
の
政
策

を
市
政
に
反
映
し
て
い
る
、
戸
田

氏
に
復
興
の
総
仕
上
げ
を
し
て

い
た
だ
く
べ
く
労
働
組
合
の
総

力
を
挙
げ
る｣

と
決
意
と
激
励
。 

田
村
県
議
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
に
取
り
組
み
、
一
〇
七
号
の
改

修
で
は
内
陸
と
の
物
流
に
成
果

 

東北労金は、資産形成のお手伝いをさせてい
ただくために、年末一時金支給に合わせて、 

｢ウインターキャンペー
ン｣を実施します。 

宮城県内でも有数の
いちごの生産地として
知られている山元町は、
東日本大震災の津波に
よって甚大な被害を受
けました。 

いちご栽培の復活に向けて、農家とともに瓦
礫の撤去や農地の再生・ビニールハウスの建設
に携わった学生ボランティアが、地域の復興に
繋がる商品として企画開発したのが「山元いち
ごチョコレートクランチ」です。 
 購入価格の一部は「宮城県東日本大震災みや
ぎこども育英募金」へ 
寄付され、東日本大震 
災によって被災した子 
どもたちの支援に役立 
てられています。 

<対象取引> 

定期預金(新規 5 万円以上の預け入れ or 増額)、マイ

プラン･各種ローンの新規ご契約、iDeCo(個人型確定

拠出年金)投資信託(5 万円以上の新規購入)など。 

※ 詳細は担当者に問合せ下さい。 

 

公
共
交
通
網
の
考
察
、
請
負
業
者

の
負
担
等
を
考
え
公
契
約
条
例

は
検
討
し
た
い
、
ス
ポ
少
指
導
者

の
一
般
化
は
難
し
く
、
学
校
事
務

を
共
有
し
仕
事
の
持
ち
帰
り
な

ど
長
時
間
労
働
を
減
ら
す
、
グ
ロ

ー
バ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
構
想
、
海
藻

類
の
養
殖
、
防
災
・
減
災
を
学
ぶ

パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
構
想
、
漁
業
と
林

業
の
協
業｣

等
が
語
ら
れ
た
。 

陸前高田市 

住田町 


